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「まちの駅クロスピアくみやま」に関するサウンディング型

市場調査について

１ 調査の目的

まちの駅クロスピアくみやまは平成 22 年４月に供用を開始し、令和３年４月で

丸 11 年を迎えました。本町の案内・休憩及び産業の情報発信拠点施設として設置

し、これまでの間に様々な事業を実施してきましたが、より効果的な利用となるよ

う、本施設の管理運営について、民間事業者との対話を通して市場を把握するとと

もに、指定管理者制度を視野に入れ、広く意見・提案を求めるサウンディング型市

場調査（以下「市場調査」という。）を実施します。

２ 対象施設の概要

（１）施設名等

名 称 まちの駅クロスピアくみやま

所 在 地 久御山町森南大内 303 番地

土 地 ・ 延 床 面 積 建築面積：358.70 ㎡

延床面積：621.58 ㎡

供 用 開 始 平成 22 年４月

既 存 建 物 の 概 要 構造 鉄骨鉄筋コンクリート造、階数 地上２階

１階 事務所、物販スペース（地場産品）、バス待合、加工室、

バス運転手控室

２階 貸室→交流室１、２（77 ㎡）、ものづくりサロン（専用

使用）（78.7 ㎡）

屋上庭園

交 通 ア ク セ ス 京都京阪バスターミナル併設

（まちの駅イオン久御山店前バス停）

土地利用の制限等 用途地域：準工業地域

建ぺい率：60％

容積率：200％

その他地域地区：第四種特別工業地区、第四種高度地区、準防

火地域

文化財埋蔵地等：なし

現 況 直営により運営

そ の 他 駐車場：23 台 駐輪場：60 台 レンタサイクル：10 台
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（２）基本方針

本施設は、産業情報の発信拠点として、現在、町内の特産物や加工品、優良

な製品の紹介をはじめ、販売を行うとともに、工業関係を中心に町内企業を紹

介するホームページによる情報発信や、町内事業所の雇用を確保し経営の安定

を図る支援を目的として、就域ディレクター事業に取り組んでいます。

加えて、本施設を拠点に久御山町の工業専用地域を中心に、企業等従業員の

昼食環境改善を目的としたフードトラック事業や定期的な「クロスピア市」の

開催など、賑わいづくりに取り組んでいます。

これらを踏まえ、民間事業者の力を活かして「ものづくりの苗処」及びまち

案内の拠点としての機能を充実させていく提案を求めます。

３ スケジュール

サウンディング型市場調査要領の公表 令和３年９月１日

現地見学会・説明会の開催 令和３年秋頃

実施結果概要の公表 令和３年冬頃

４ サウンディングの内容

提案を求める内容

【本施設の利活用イメージ】

① 管理・運営手法、コンセプト、事業期間など

② 管理・運営事業者の公募条件

③ 経費削減効果に対する取組

利用イメージ

１ 階 ・軽飲食店等バス待ち利用者のニーズをベースにした事業

（＋ニーズに応じ工業エリア支援機能）

・加工室の有効活用

２ 階 ・貸室

・既存の利用だけでなく、就域ディレクターによる活用を含む産業のゲー

トウェイ機能やまちづくりセンターの立上げに向けたプログラム促進、

施設運営事業者自身の企画により積極的な活用を図る。

その他 ・レンタサイクル事業

・フードトラック事業



まちの駅クロスピアくみやま における官民連携による利活用促進に向けたサウンディング型市場調査 

　まちの駅クロスピアくみやまは平成22年４月に供用を開始し、令和３年４月で丸11年を迎えました。本町の案内・休憩及び産業の情
報発信拠点施設として設置し、これまでの間に様々な事業を実施してきましたが、より効果的な利用となるよう、本施設の管理運営に
ついて、民間事業者との対話を通して市場を把握するとともに、指定管理者制度を視野に入れ、広く意見・提案を求めるサウンディン
グ型市場調査を実施します。

　令和３年９月１日実施要領公表
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大型商業施設

まちの駅クロスピアくみやま

　産業情報発信拠点、町内企業の連携の拠点

として、また、公共交通のハブ施設として、多く

の機能を有しています。本町の産業を活性化す

るために重要なシンボル施設です。

京都府久世郡久御山町森南大内３０３番地

第
二
京
阪
道
路

国
道
１
号

令和３年８月

まちの駅：地域住民や来訪者が求める地域情報

まちの駅：を提供する機能を備え、人と人の出会
まちの駅：いと交流を促進する空間施設



まちの駅クロスピアくみやま における官民連携による利活用促進に向けたサウンディング型市場調査 

　「久御山中央公園」及び「クロスピアくみやま」を活用して､「食」戦略に基づいた住×農×工の交流を促すためのビジョンとし
て、2019年2月に久御山町と京都大学 山口准教授によって「久御山“まちのにわ”構想」が策定されました。
　本構想では、住「憩いと食が楽しめる魅力的な住環境づくり」・農「農業を知り､学び､体験できる環境づくり」・工「地産地食による健康
な就業環境づくり」のそれぞれの環境づくりを計画しています。　
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久御山「まちのにわ」構想について

久御山町農産物直売所

まちづくりセンター
（全世代・全員活躍交流拠点）

クロスピアくみやま（調理・飲食拠点）



クロスピア市
隣接の大型ショッピングセンターは

年間約１，０００万人の利用レンタサイクル10台

駐車場23台・駐輪場60台

バスターミナル併設
公共交通バスのハブ

約１，０００人／日・平日 3

まちの駅クロスピアくみやま における官民連携による利活用促進に向けたサウンディング型市場調査 

施設の概要①

周辺の土地利用
にぎわい施設の誘致活動展開中



施設の概要②
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まちの駅クロスピアくみやま における官民連携による利活用促進に向けたサウンディング型市場調査 

DC
B

A

E

A ： バス運転手控室
B ： スタッフ用トイレ
C ： スタッフ用休憩室・ロッカー
D ： バックヤード
E ： 加工室１バックヤード

隣接の農産物直売所は約１億円を販売



まちの駅クロスピアくみやま利活用イメージ

利用イメージ

１階部分
軽飲食等バス待ち利用者のニーズをベースにした事業
（＋ニーズに応じ工業エリア支援機能(町内商工業や商工事業者のPR等)）

２階部分 貸室（既存） （例：企業研修、会議、商談、懇親会　等）
産業のゲートウェイ機能 （例：企業PR（展示会）、就域セミナー　等）
施設運営事業者自身での企画 （例：交流イベント、こども向けプログラム　等）
まちづくりセンター関連プログラム （例：多世代交流、生涯学習講座　等）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

その他 レンタサイクル、フードトラック実施調整
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まちの駅クロスピアくみやま における官民連携による利活用促進に向けたサウンディング型市場調査 

　　利活用促進につながる施設整備や内・外装、事務機器整備等についても、ご提案を
　　　　お願いする予定です。


